
藤藤
ふじふじ

田田
たた

大大
ひろひろ

樹樹
きき

さんさん中中
なかなか

島島
しましま

耕耕
こうこう

作作
さくさく

さんさん中中
なかなか

村村
むらむら

健健
けんけん

太太
たた

さんさん

城城
きき

嶽嶽
だけだけ

太太
たた

郎郎
ろうろう

さんさん松松
まつまつ

井井
いい

崇崇
たかしたかし

さんさん
千千
ちち

頭頭
かみかみ

治治
はるはる

幸幸
ゆきゆき

さんさん

特集 建設分野の魅力 第 回
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困
難
の
多
い
架
け
替
え
工
事
だ
っ
た
。
橋
は
川
と
直
角
に
架

け
た
方
が
造
り
や
す
い
が
、
新
し
い
矢
田
橋
は
道
路
と
の
接
続

な
ど
か
ら
緩
や
か
な
Ｓ
字
形
と
し
、
難
易
度
が
高
か
っ
た
。

県
道
香
住
村
岡
線
は
地
域
を
つ
な
ぐ
重
要
路
線
。
周
辺
は
民

宿
や
旅
館
も
多
く
、
大
型
車
両
が
絶
え
ず
通
る
た
め
、
通
行

止
め
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
調
整
し
な
が
ら
工
事
を
進
め

た
。川

の
中
の
工
事
は
梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
避
け
な
く
て
は
な

ら
ず
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る
た
め
、
な
か
な
か
施
工
期
間

が
取
れ
な
い
面
も
あ
る
。
た
だ
、
老
朽
化
し
た
橋
の
架
け
替
え

は
地
域
交
通
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
。
新
矢
田
橋
は

車
道
の
幅
が
広
く
な
り
、
車
も
通
行
し
や
す
く
な
る
。

緩
い
Ｓ
字
形
で
難
易
度
高
く

兵庫県但馬県民局
新温泉土木事務所
道路第１課
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土
運
搬
ル
ー
ト
地
域
に
配
慮

株本建設工業
株式会社

西
側
の
橋
脚
２
基
を
担
当
し
た
。
川
の
中
に
作
業
場
を
造
成

す
る
た
め
、
最
初
に

㌧
ダ
ン
プ
で
２
千
台
以
上
の
土
を
運
搬

し
た
が
、
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
町
中
を
通
ら
な
い

ル
ー
ト
を
設
定
し
、
タ
イ
ヤ
の
泥
を
落
と
す
自
動
散
水
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
先
輩
社
員
が

サ
ポ
ー
ト
に
来
て
く
れ
る
な
ど
、
会
社
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
も

感
謝
し
て
い
る
。

現
場
管
理
は
大
変
な
仕
事
だ
が
、
も
の
を
造
り
上
げ
た
時
の

感
動
は
ひ
と
し
お
。
地
域
住
民
の
よ
り
よ
い
生
活
に
貢
献
で
き

る
の
も
魅
力
だ
。
最
近
は
週
休
２
日
制
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
浸
透
し
、

働
き
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
若
い
世
代
は
ぜ
ひ
飛

び
込
ん
で
き
て
ほ
し
い
。
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品
質
を
確
保
し
工
期
を
守
る

株式会社中村建設現
場
代
理
人
は
現
場
管
理
全
般
を
担
う
ほ
か
、
品
質
を
確
保

し
、
工
期
を
守
る
の
が
仕
事
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
も
出
て

く
る
が
、
汗
を
か
い
た
分
は
結
果
で
返
っ
て
く
る
。
自
分
の
造

っ
た
構
造
物
が
次
の
世
代
ま
で
残
っ
て
い
く
の
は
大
き
な
魅
力

だ
。
今
回
の
工
事
で
は
、
東
側
の
橋
台
を
担
当
し
た
。
生
活
に

欠
か
せ
な
い
橋
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
元
も
喜
ん
で
く

れ
る
と
思
う
。

近
年
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
建
設
現
場
に
導
入

す
る「
ア
イ
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」の
取
り
組
み
が
進
み
、

機
械
に
任
せ
る
仕
事
も
増
え
て
き
た
。
「
危
険
な
仕
事
」
と
い

う
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
を
払ふ

っ

拭
し
よ
く

し
、
若
い
世
代
に
建
設
業
界
の

魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
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地
元
に
貢
献
大
き
な
達
成
感

現
場
代
理
人
と
し
て
橋
中
央
部
の
橋
脚
２
本
の
施
工
を
担
当

し
た
。
現
場
代
理
人
は
下
請
け
業
者
の
工
程
を
管
理
し
、
工

期
内
に
所
定
の
品
質
で
構
造
物
を
完
成
さ
せ
、
発
注
者
に
引

き
渡
す
仕
事
。
今
回
の
現
場
は
地
盤
が
固
く
、
掘
削
が
思
う

よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
大
変
な
仕
事
ほ
ど
達
成
感
も
大

き
い
。

豊
岡
市
城
崎
町
の
出
身
で
、
地
元
の
但
馬
で
働
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
し
、
学
生
時
代
に
造
園
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
体
を

動
か
し
て
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、

建
設
業
を
選
ん
だ
。
不
完
全
な
も
の
を
引
き
渡
せ
な
い
の
で
大

き
な
責
任
を
伴
う
が
、
道
路
や
橋
な
ど
を
造
る
仕
事
を
通
し
て
、

地
域
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

但南建設株式会社
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住
民
理
解
得
て
工
事
円
滑
に

西
側
の
橋
台
と
橋
桁
の
伸
縮
継
ぎ
手
装
置
の
工
事
を
担
当
し

て
い
る
。
橋
台
工
事
は
振
動
・
騒
音
が
発
生
す
る
大
規
模
な
架

設
工
事
が
必
要
と
な
り
、
近
く
で
生
活
す
る
地
元
住
民
の
理
解

な
く
し
て
は
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た

め
、
個
別
に
説
明
を
重
ね
て
理
解
を
頂
き
、
時
に
は
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
頂
き
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て

い
る
。

公
共
事
業
は
公
「
み
な
」
が
共
に
豊
か
に
幸
せ
に
な
る
た
め

の
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
が
、
社
会
や
地
域
の
人
々
の
幸
せ
と

豊
か
な
生
活
の
架
橋
と
な
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
、
地
域
の
若
者

に
は
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
「
新
３
Ｋ
の
建
設
業
」
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く
思
う
。

合資会社中村組
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高
い
技
術
力
で
防
災
も
考
慮

株式会社富士ピー
・エス
極東興和株式会社
ＪＶ

上
部
工
の
工
事
を
担
当
し
た
。
主
桁
１
本
当
た
り
の
重
量
は

１
４
０
〜
１
６
０
㌧
。
工
場
で
分
割
し
て
製
作
・
搬
入
し
、
現

場
で
１
本
の
桁
に
し
て
所
定
の
位
置
に
架
設
す
る
。
そ
の
作
業

を
主
桁

本
分
行
っ
た
。

通
常
は
河
川
に
対
し
て
最
短
距
離
で
架
橋
す
る
が
、
新
し
い

矢
田
橋
は
河
川
に
対
し
斜
め
方
向
で
、
道
路
中
心
線
が
Ｓ
字
を

描
く
構
造
。
照
査
と
施
工
で
高
い
技
術
力
を
求
め
ら
れ
、
冬
場

の
気
象
条
件
も
重
な
っ
て
難
し
い
工
事
だ
っ
た
。

新
し
い
橋
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
級
の
地
震
に
対
応
で
き
る

耐
震
性
能
を
確
保
し
、
地
域
の
防
災
計
画
な
ど
も
考
慮
し
た
構

造
。
自
分
た
ち
の
造
っ
た
も
の
が
地
図
に
残
っ
て
い
く
の
が
、

こ
の
仕
事
の
魅
力
だ
。

取材協力‖兵庫県建設業育成
魅力アップ協議会
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矢田橋架け替え工事 矢田川の河口付近に架かる矢田橋は車道橋が

1953年、歩道橋が 年の供用開始で老朽化が進み、県の点検・診断結

果で「早期に措置を講ずべき状態」だった。架け替え工事は2018年９月着工。

橋台や橋脚の下部工の工事は 年６月に完了し、上部工も詰めの段階。新矢

田橋は橋長222㍍、有効幅員は車道部85㍍、歩道25㍍になる。現矢田橋は

橋長156㍍、有効幅員は車道橋が55㍍、歩道橋が２㍍。

兵庫県香美町を流れる矢田川の河口付近で、香住中

心部と余部
あ ま る べ

方面をつなぐ矢田橋の架け替え工事が進ん

でいる。河口側に建設中の新しい橋の完成後、築 年

近くが経過した今の橋を撤去する計画だ。2023年度に

開通予定の新しい橋は車道部の幅が今より３㍍広くな

り、耐震性も向上する。工事を発注した兵庫県と受注

側の施工業者に、事業内容や建設業の魅力を尋ねた。

矢田橋架け替え工事
香美町 県道香住村岡線
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架
け
替
え
工
事
の
進
む
矢
田
橋
。
香
美
町

香
住
区
七
日
市
（
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
、
富

士
ピ
ー
・
エ
ス
、
極
東
興
和
Ｊ
Ｖ
提
供
）
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